
神
戸
大
学
総
合
雑
誌

「
展
望
」
発
行
の
主
催
団
体

は
、
神
戸
大
学
学
生
学
会
、
神
戸
大
学
学
生
自
治
会
、

神
戸
大
学
教
職
員
組
合
、
神
戸
大
学
消
費
生
活
協
同

組
合
、
神
戸
大
学
文
化
総
部
（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）
の

五
団
体
で
あ
る
。
こ
の
五
団
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組

織
の
機
能
を
有
機
的
に
発
揮
し
て

「
展
望
」
を
発
行

し
て
行
く
。

「
展
望
」
発
行
の
為
に
主
催
五
団
体
は
神
戸
大
学

総
合
雑
詰
「
展
望
」
発
行
委
員
会
（
以
下
発
行
委
員

会
と
略
ず
）
を
作
る
。

発
行
委
員
会
は
、
主
催
五
団
体
一
名
ず
つ
の
組
織

代
表
者
計
五
名
と
、
学
内
の
学
生
、
教
瞭
員
の
立
侯

補
者
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
立
候
補
者
の
数
は

限
定
し
な
い
。

発
行
委
員
会
の
中
に
お
け
る
決
議
権
は
、
組
織
代

表
者
の
み
が
持
つ
。
し
か
し
、
討
議
は
全
員
で
行
な

＞つ。
「
展
望
」
発
行
の
費
用
は
、
主
催
団
体
が
各
々
の

組
織
の
条
件
に
応
じ
て
出
ず
組
織
分
担
金
、
育
友
会

な
ど
の
援
助
金
、
雑
誌
頒
売
金
、
広
告
料
な
ど
に
よ

っ
て
ま
か
な
う
。

らがしr
[い

「
展
望
」

発

終
り
、
発
行
委
員
一
同
の
感
慨
は
深
い
。

行

委

委
員
長

以

上

（
組
織
代
表
者
は
組
轍
名
、
立
候
補
者
は
人
名

の
ア
イ
ウ
エ
オ
順
[
)

河

田

光

夫
(

L

)

（
学
生
学
会
代
表
）

奥

平

泰

熙
(

B

)

（
学
生
自
治
会
代
表
）

高

橋

和

民
(

S

)

（
教
職
員
組
合
代
表
）

三
好
雙
御
）
（
生
協
代
表
〗
）

文

字

英

夫
(

B

)

（
文
化
総
部
代
表
）

池
上
元
子
（
御
）
（
立
候
補
[
)

井

関

一

征
(
B
)

（

）

河

島

完

治
(

P

)

(

[

）

黒

田

正

夫
(

P

)

（

）

下

間

弘

子

（

御

）

（

）

谷
垣
伊
太
雄
(
L

)

（

[）

野

並

錠

一(
P

)

（

)

檜

尾

和

子
(
P

)

（

)

徳
雄
(

L

)

（

）

泰
(
T

)

（

）

孝
子
(

P

)

（

[

）

山
口
油
谷
養
田

＂＂ 
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＂ ＂ 

創

刊

号

の

発

行

委

員

員

会

の

組

織

0

0
円

a

印

刷

所

神

戸

中

央

印

刷

k

k

発

行

所

学

生

学

会

学

生

自

治

会

教

職

員

組

合

消
費
生
活
協
同
組
合

文

化

総

部（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

神
戸
市
東
灘
区
御
影
町

神
戸
大
学
御
影
分
校
内

雰

麟

「

展

望

」

発

行

委

員

会

神
戸
大
学
「
展
望
」

発

行

者

総

合

雑

誌

発

行

委

員

会

発
行
日

昭
和
三
十
五
年
二
月

神
戸
大
学

総
合
雑
誌

展

望

創

刊

号

し
か
し
、
開
学
記
念
祭
と
並
ぶ
学
内
の
総
合
的
な
文
化
運
動
の
一
っ
と
し
て

企
画
さ
れ
、
激
し
い
学
内
の
論
争
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
全
学
生
、
教
職
員
の

研
究
や
創
作
の
発
表
の
場
と
し
て
性
格
づ
け
ら
れ
た
こ
の
総
合
雑
誌
の
計
画

が
、
こ
の
創
刊
号
と
し
て
完
成
さ
れ
る
為
に
は
、
主
催
各
団
体
の
組
織
力
と
機

能
を
絶
対
の
必
要
条
件
と
し
た
ご
と
だ
け
は
明
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。

仕
事
に
と
り
か
か
っ
た
発
行
委
員
は
、
委
員
長
を
筆
頭
に
ほ
と
ん
ど
が
編
集

の
仕
事
に
未
経
験
な
者
ば
か
り
で
あ
っ
て
、
様
々
な
無
駄
や
失
敗
を
や
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
仕
事
が
神
戸
大
学
の
文
化
運
動
の
新
し
い
面
で
の
開
拓
で
あ
る

と
い
う
自
覚
に
支
え
ら
れ
、
活
動
の
し
が
い
を
感
じ
て
い
る
。

次
は
五
月
上
旬
発
行
の
予
定
で
あ
る
。
創
刊
号
に
対
す
る
色
々
な
意
見
を
参

考
に
し
て
、
も
っ
と
い
い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

最
後
に
、
写
真
の
提
供
そ
の
他
色
々
な
面
で
協
力
し
て
く
れ
た
新
聞
会
と
、

ほ
と
ん
ど
毎
日
大
学
に
来
て
、
組
み
方
や
頁
の
割
り
ふ
り
な
ど
を
手
伝
っ
て
下

さ
っ
た
中
央
印
刷
の
方
に
、
心
か
ら
な
る
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

、。

た
し
す
ぎ
る
、
年
四
回
発
行
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
意
見
が
あ
る
が
、
検
討
し
て
み

誌
ー
ー
学
生
学
会
、
学
生
自
治
会
、
教
職
員
組
合
、
文
化
総
部
、
消
費
生
活
協

同
組
合
の
組
織
に
よ
る
主
催
ー
ー
一
名
ず
つ
の
組
織
代
表
者
と
自
由
立
候
補
者

と
か
ら
な
る
発
行
委
員
会—
ー

こ
の
よ
う
な
、
と
て
も
前
例
の
あ
り
そ
う
に
な

い
形
で
発
行
の
仕
事
が
行
な
わ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
と
も
か
パ

f

こ
こ
に
創
刊
号
の
編
集
を
終
る
事
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
形
で
あ
っ
た
に
も

、
、
、

紐
紐
ね
ら
ご
で
き
た
の
か
、
ご
の
よ
う
な
形
で
あ
っ
た
が
故
に
で
き
た
の
か
、

ま
だ
判
断
の
で
き
る
段
階
で
は
な
い
。

こ
の
総
合
雑
誌
を
学
内
の
論
争
の
場
と
す
る
に
は
、
年
二
回
発
行
で
は
少
な

賊
員
の
意
見
を
ど
ん
ど
ん
寄
せ
て
も
ら
い
た
い
。

部
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
。
各
方
面
の
反
響
を
期
待
し
て
い
る
が
、
学
生
や
教

業
内
容
に
対
す
る
意
見
や
、
学
生
独
自
の
学
醤
活
動
の
実
情
を
六
甲
と
教
育
学

作
っ
た
授
業
」
で
は
、
今
ま
で
あ
ま
り
問
題
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
学
生
の
授

る
と
思
っ
゜
（
「
読
者
」
は
全
て
主
催
団
体
の
構
成
員
で
あ
る
。
）

「学
生
の

色
々
な
意
味
で
、
こ
れ
は
新
し
い
試
み
で
あ
っ
た
。
学
園
に
於
け
る
総
合
雑

あ
る
。
全
部
が
読
者
の
ペ
ー
ジ
で
あ
る
よ
う
な
内
容
に
当
然
な
る
べ
き
で
あ

こ
の
雑
誌
で
は
「
読
者
の
ペ
ー
ジ
」
な
ど
と
い
う
も
の
は
作
ら
な
い
積
り
で

行
の
提
案
を
学
内
諸
団
体
に
呼

び
か
け
て
か
ら
僅
か
ニ
カ
月
、

こ
こ
に
遂
に
創
刊
号
の
編
集
を

載
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
次
号
か
ら
は
、
ど
ん
ど
ん
応
募
し
て
も
ら
い
た
い
。

の
好
意
に
よ
り
、
神
大
新
聞
五

0
0号
記
念
作
品
募
集
の
時
の
佳
作
作
品
を
掲

が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
事
な
ど
が
残
念
で
あ
る
。
小
説
や
詩
や
評
論
は
新
聞
会

安
保
斗
争
の
真
只
中
で
、
学

生
学
会
が
、
こ
の
総
合
雑
誌
発

っ
た
こ
と
、
文
総
、
学
生
学
会
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
の
研
究
論
文
や
生
協
の
原
稿

内
容
に
つ
い
て
は
、
創
刊
号
で
あ
る
関
係
上
、
応
募
作
品
の
掲
載
が
少
な
か
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